
　CO2吸収源として注目されている阿蘇の草原は、持続的
に維持・管理していくことが課題となっている。そこで、
草原の維持管理活動を担う地域人材（担い手）を育成する
ことを目的に、地域の子ども達等に、草原と触れあう機会、
草原に関する知識を学ぶ場、草原を利用・管理する技術を
得るための体験活動の提供に取り組んでいる。
　阿蘇地域の小中学生や園児を主な対象として、草原で刈
り取ったススキをパルプ化し、手すきにより野草紙をつく
り、それを一生の記念となる卒業証書にしてもらうことで、
子ども達の人生の中に草原を印象的に織り込んでいく。こ
の「阿蘇の草原のススキから卒業証書をつくろう！プロジ
ェクト」をはじめとした活動を通じて、子ども達と草原の
つながりが再生されるだけでなく、教師や行政や地域で草
原保全を担っている牧野組合などの人々との結びつきも育
まれ、緩やかな地域のネットワークが生み出されている。

特定非営利活動法人  九州バイオマスフォーラム
〒869-2612 熊本県阿蘇市一の宮町宮地5816　電話：0967-22-1013　ＵＲＬ：http://kbf.sub.jp/

阿蘇の草原のススキから卒業証書をつくろう！ プロジェクト

　平成7年4月に三重大学へ赴任してから「四日市公害から
学び」をテーマに、地球温暖化防止やアジア諸国の環境改
善に役立つ環境人財を養成する「四日市学」を構築し、持
続可能な社会を目指して現在までの17年間一貫して実践環
境教育及び環境活動を行っている。特に、県民力で育てた
低炭素社会実証活動である「三重レジ袋ゼロ運動」に携わり、
三重県内29の全市町において県民・事業者・行政と三位一
体で取り組み、県全域のレジ袋の85-90%削減、年間二酸
化炭素排出量の約0.5％削減に大きく寄与した。三重県の
みならず東海、九州、四国地域にも「三重方式」を取り入
れたレジ袋削減活動が広がっている。また、アジア諸国と
の国際環境ネットワークによる実践環境教育を通じて国際
環境人財を育成し、経済成長に伴う環境問題が最も懸念さ
れているアジア諸国の環境改善へ尽力している。その他、
三重県地球温暖化防止活動推進センター長や環境省3R推進
マイスターなども務めている。

朴　恵淑（三重大学理事・副学長）
〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577三重大学　電話：059-231-9972　URL: http://faculty.human.mie-u.ac.jp/̃park/

四日市公害から学び、地球温暖化防止に役立つ「実践環境教育」と
県民力で育てた低炭素社会実証活動の「三重レジ袋ゼロ運動」

「国際環境教育」（COP10 in 三重）アジア太平洋国際環境フォーラム
日付：平成22年10月18日（月）

「三重レジ袋ゼロ運動」の講演活動
日付：平成20年12月2日（火）、
場所：熊本市
「環境にやさしい“買い物”からはじめ
る循環型のまちづくりシンポジウム」 
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